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金沢美術工芸大学教授

柳橋眞
● ‐ ・俄力

輪島市

輪島市漆器研究所

石川県立輪島漆芸技術研修所

輪島漆器商工業協同組合
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｡ 一虜稽

16ﾐﾘ．カラー･34分

● ‐慨格

210,000円(消費税別）
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文部省選定教育映画祭最優秀作品賞・文部大臣賞日本映画ペンクラブ推薦

○
Ｉ
監
修
の
こ
と
ば
柳
橋
眞

輪
島
を
扱
っ
た
映
画
は
、
過
去
に
た
び
た
び
あ
っ
た
。
朝
市
の
光
景
と
と
も

に
、
季
節
の
風
物
詩
と
し
て
取
り
あ
げ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
今
川
の
輪
島

塗
の
映
画
は
、
そ
れ
ら
と
趣
き
が
違
う
。
そ
れ
は
輪
島
塗
技
術
保
存
会
が
今
回

か
け
ば
人

ポ
ー
ラ
伝
統
文
化
振
興
財
川
の
援
助
で
作
成
し
た
懸
盤
や
椀
・
皿
な
ど
の
一
式

（
計
十
四
点
）
の
工
程
を
詳
細
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
れ
ら
の
作

舶
は
輪
島
塗
の
技
術
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
技
術
記
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。

Ⅱ
頃
、
輪
島
塗
の
作
家
や
職
人
が
順
っ
て
い
た
、
岐
商
の
作
品
を
作
る
た
め

あ
し
べ
ま
き
え
か
け
ば
人

に
、
改
め
て
桃
山
時
代
の
懸
盤
の
名
川
皿
「
芦
辺
蒔
絵
懸
盤
」
（
高
台
寺
伝
来
、
亜

要
文
化
財
）
を
調
査
し
、
木
曽
檜
の
良
材
を
求
め
る
な
ど
の
努
力
を
は
ら
っ
た
。

な
・
物
ｘ
言
句
し

制
作
も
厳
格
を
き
わ
め
、
桧
の
樹
脂
ぬ
き
、
合
板
の
焼
炭
作
業
、
奈
良
晒
を
使

っ
た
布
蕎
せ
な
ど
、
通
常
は
兄
ら
れ
ぬ
作
業
が
多
数
加
わ
っ
た
。

懸
盤
が
塗
れ
た
ら
漆
塗
り
と
し
て
雌
高
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
だ
け
に
、
塗
師

ち
人
き
ん
夫
き
え

の
刷
毛
さ
ば
き
も
入
念
だ
。
加
飾
も
菊
文
様
を
沈
金
と
蒔
絵
が
互
い
に
州
手
を

引
き
た
て
あ
っ
て
行
い
、
一
つ
に
調
和
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
昭
和
六
十
一
年

か
ら
平
成
元
年
に
か
け
て
四
か
年
を
か
け
た
、
こ
の
輪
島
塗
技
術
記
録
は
可
能

性
の
限
界
を
き
わ
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
も
は
や
似
内
産
檜
の
良
材
は
手
に

入
り
に
く
い
と
い
う
、
材
料
問
題
一
つ
考
え
た
だ
け
で
も
、
こ
の
高
い
水
準
で

再
び
作
成
さ
れ
る
こ
と
は
難
か
し
い
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
貴
重
な
拭
み
を
知
っ
た
桜
映
画
社
で
は
、
そ
の
過
程
を
詳
細
に
撮

影
し
た
。
内
弟
子
の
年
期
上
げ
の
儀
式
な
ど
輪
島
途
の
職
人
の
生
活
ま
で
、
き

め
細
か
く
搬
影
さ
れ
、
映
像
は
美
し
い
。
特
に
木
地
の
処
理
や
入
念
な
漆
塗
り

は
、
漆
工
専
門
家
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
に
よ
り
も
、

こ
の
大
損
業
に
取
り
く
む
技
術
省
の
気
迫
が
、
そ
の
顔
や
手
の
表
情
に
あ
ら
わ

れ
、
神
経
を
は
り
つ
め
た
作
業
と
な
り
、
緊
張
感
に
み
ち
た
映
岡
と
な
っ
て
い

つ
く
》
Ｏ

ろ
い
ろ

一
人
の
名
匠
の
記
録
映
岡
で
は
な
く
、
蒔
絵
や
沈
金
、
漆
塗
り
や
呂
色
（
漆

さ
し
も
の
ま
げ
も
の
ひ
き
も
の
ほ
う
も
の

面
を
研
ぐ
）
、
指
物
・
曲
物
・
挽
物
・
朴
物
（
朴
材
で
脚
な
ど
を
作
る
）
な
ど
と

八
職
に
及
び
技
術
者
の
分
業
を
総
合
す
る
だ
け
に
、
構
成
に
苦
労
さ
れ
た
が
、

そ
の
努
力
が
映
画
に
厚
み
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。
専
門
家
ば
か
り
で
な
く
、

本
格
的
な
仕
事
が
持
つ
、
ず
し
り
と
し
た
重
厚
感
や
気
鮎
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
広
く
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

●

檜榛地黒塗懸盤一式(ひのきそじ〈ろぬりかけばんいつしき） 檜榛地沈金蒔絵菊文懸盤一式(ひのきそじちんきんまきえきくもんかけばんいつしき）

●配給 日本紹介映画･ビデオコンクール金賞



●－解説

I 1本の代表的な漆器である輪島塗

の技術は、昭和52年に重要無形文化

財の指定をうけて以来、輪島塗技術

保存会の会員たちによって技術の伝

承と発展がはかられて、今llに至っ

ている。

輪島罐の技術は、木地作り、鱗り、

加飾と総合された1M広い技術で、保

存会会員はそれら各々の業種で30年

以上の経験と技術を持った人々によ

って構成されている。

昭和61年1 11の総会で、20枇紀の

岐後を飾る‘擬業として輪島罐の股11,fj

の作品を保存会の全員参加で制作す

る事を決定した。敵も,i,fi度な技術を

要求される懸盤一式の作品は、‘僧業

決定から足かけf1年を経て、平成2

年3月に完成した。

漆器の良し悪しは木地作りできま

るといわれるが、特に、今l''1の作尚111

では、永久保存を考えて新しい木地

作りの l:夫もされている。

映画では、これら作I1II1Iの制作過稗

を克明に記録しながら､輪脇塗の伝

統や組織を拙き、その全体像をつか

まえてｲjく。

［映画に記録された懸盤一式の制作工穏
かifばA

昭和61年の輪島塗技術保存会の総会で、制作作品には極めて高度の技術を必要とす~る懸盤

一式が選ばれ、保存会員全員の参加で､現代の敵高の技術をもって挑戦することに決まった。

⑪

今回の作品は、千年以上の保存を考えて、素材には木曽の桧

が使われることになった。懸盤の命は、盤や足の曲線部分の

美しさで決まるといわれる。豆カンナ、ノミ等のさまざまな

道具を使いわけながら、曲線の微妙さをとらえていく。

P睡垂
② 1 1

謡

き じ オ,人 呂 ［かた

l,ilじょうに、椀も木地作りが終わると、椀木地固めにかかる。

椀の曲線にピタリと密着したへうで、外側も内側もまんべん

なくたっぷりと漆を塗って固めていく。

陀

④摩耗の激しいプチや高台の

部分に布着せをおこない、⑧
く弓抗うろL なかぬり

黒目漆を使った中塗は､塗り、

乾燥､研ぎの正程を微妙な姿、

形がととのうまで何度もくり

かえしていく。

③ ●
多

土Ifし”し

lll1物師によって汁をいれる湯柚の制作一。

飯鉢のブタは、いく菫にも曲げ輪を重ねて作られており、湯

桶のヒシャクの柄も五枚重ねで作られている。ただし、この

j-寧な仕･lfも、木地のときだけしかみることはできない。

●－作品制作に参加された人たち
重要無形文化財輪島塗技術保存会員

＊椀木地 零呂色

北浜保 大橋良夫

辻 義男 加本康夫

小崎清人 ＊蒔絵

＊曲物 張間麻佐緒

山下博之 坂本正春

＊指物 小森克巳

奥野秀次 田崎昭一郎

高柳修一 ＊沈金

＊朴木地 三谷吾一

田中宗太郎 古今蓄峰

＊森漆 舟掛道雄

塩多慶四郎 板谷光治

宮腰 強 ＊学識経験者

後藤孝一 松本昌平

徳野宗林 五嶋耕太郎

中浜儀太郎 塩安誠治

弔わぬ叩

懸盤の上喰は、ホコリや風をよせつけないように、特別の上

嬢部ﾉ篭を使う。塗り師は、刷毛の手を休めることなく一気に

塗っていく。この後、1I1転風f'}で乾燥する。
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戸

区'r，
邑うろL

表面を研ぎ炭でなめらかにし、生漆を綿につけて拭いて、漆
ろい'､みが

の肌をしめ固める呂色磨き－。広い鏡板は手のひらで、こ

まかなところは指先で磨きあげる。これも、風呂での乾燥、

研ぎ、磨きと数回くり返されて漆のつやがあ力ざってくる。

こうして、木地作りから百をこえるl程を経て、熟塗の懸

盤一式が出来I力ざった。

●
『

⑥ 蒲蒲

、喝一

今重要無形文化財保持者

大場松魚 故松田権六

●－製作スタッフ

製作＝村l l lfll雄

演出・撮影＝村lll和雄十山雁恵!iI

脚本・構成＝入島詳助

音楽＝長沢勝俊

照明＝浅兄良二十本橋俊男
編集＝!|1帳伯也

録音＝朝IIスタジオ

現像＝ソニー・PCL

解説＝ｷⅡ川粘

侭 次は、蒔絵と沈金が一体となった作品の加飾の作業にと '）か
ふん士

かつた。ベンガラ漆で花ビラをかき、金粉をまく、粉蒔きを

おこなう。そして、この上から漆をうすく捻りこみ金粉を定
あぶらと例こ

行させる。油砥粉で磨いた後、呂色磨きで磨き上げて沈金の

[程に移る。

毎
浦

・濟
宙
に⑰

沈金にはいくつかの方法があるが、今回の作品では立体感を

表現できる点彫りが選ばれた。すくい上げるようにして点を

ならべていく。この上から漆を噛りこみ、点の'l1だけに漆が

残るように拭く。そして、真綿に金粉をつけて菊の花を浮か

び上がらせる。

⑬
左 ＝卸

● 製作

蕊桜映画社
いU壇で じかけばんいつしﾖ ﾟA1『賂うそ じくみぬ､かけばん

このようにして、 、I戒2年、足かけfi年の歳月をかけて、桧榛地懸盤一式、檜横地黒塗懸盤
矛L9 ﾘE11そ じみ人邑人患魯えきくもんかけばんもbつしg

式、梢縢地沈金蒔絵菊文懸盤一式の三点が完成した。 ’ 東京都渋谷区代々木1-57-1代々木センタービル

〒151TELO3(3320)6311FAXO3(3320)7666


